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お 知 ら せ
フイール ドミー トは

2001博 見 学 会 へ 〃

恒例の 5月 のフィール ドミー トは、日程を繰 り上げて、次のとお

り開催いたしますので、多数 ご参加下さるようご案内いたします。

1.日  時  : 54年 4月 29日 (日 )(小 雨決行 )

09:00字高 フェリー乗船場に集合

岡山市で開催中の 2001博 へ

1.他    : べん とうは各自でご用意下 さい。

当日、会場内で倉敷 クラブと合 1司 ミーティン

´もできるよう交渉中です。

×
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X 

―

 X

昭和 53年度 香川クラブ総会 報告

クラブ総会は、 54年 5月 4日 、午後、大的場保健 センターにおいて、会

員多数参加の もとに開催 されました。

(議  事 )

1.昭和 55年度事業報告、会計報告

1.創立 60周年功労者表彰  JA5AG、 JA5AB、 JA51RP

l.昭和 54年度行事計画、予算案

1.役員改選 (投票 )

名誉会長   JA5AG    会   長   JA5MG

副 会 長   JA51QP   庶務会計   J A5KWF
JA51KJ JA51RP JA5PZL

J‐ A50M JA5VP JA5TOP

JA5UY JA5AHM JA51QD

JA5AG JA5XG JA5MNY

JA5MG JA5PIO

集

画
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昭和 54年度 クラブ行事予定

1.県 支部 ソフ トポール大会参力日            4月 15日

1.フ イール ド・ ミーティング             4月 29日

2001博 見学 ・倉致 ク ラブと合同 ミー ト

1.定グ」ヾ ―テ ィン グ           7月 1日 , 11月  4日

1.フ ィール ド・ ミーティン グ            8月 4日 ^V5日

青峯に移動、一泊 しコンテス トに参加

1.フ ォッタス &ラ リー                 9月  2日

初の FOXハ ン トを とり入れた ラリーを実施

|:忘 年 会              12月 60日

1`総   会             55年 6月  2日

1.役 員 会               4月 、 10月 、 2月

1,マ イコン講習会               日程 は決定次第周知

1.そ  の 他

行事 内容等 については役員会で検討 し、実施 してい く。

多数 の参加 をお願い します。

以上の行事予定 について、 4月 5日 の役 員会 で検討いた しました。

お 願 0ヽ お 願 い

54年度会費 (1,000円 )未納の方は早急に会計幹事 (JA5KWF)又 は

役員まで納入して下 さい。
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JAR LttJ ||ク ラブ 略相 53 生 童‐1■ヨ

1.通常総会

1.役 員 会

1.1定 例 ミーティング

1.フ イール ドミーテイング

1.合同 ミーテ ィング

1.忘 年 会

1.県支部大会参加

1.ク ラブ代表者会に出席

1.県 支部 ソフトボール大会参加

1.ク ラブ報発行

1.賞状発行

6月  4日  人的場

4月  7日 。10月 4日 ,1月 20日

7月  2日 . 9月 る日

8月 16日  柏原へ

11月  5日  箸蔵寺 。大歩危へ

5月 14日  倉敷市で倉敷 クラブと

12月  6日  城門にて

2月 11日  労働福社会館

6月  4日 、9月 17日

4月 16日  詫 問町

iヽま176 iヽ襲177  Na478

11戯179  自■180(言己念:号 )

SETO賞 ツジ  賞

WAO/MMtt P′  賞

1.

(1)

(2)

(3)

(4)

クラブ倉」立 60局年記念行事

記念 QSLカ ー ドの作成

記念 コンテス トの実施

記念誌の発行

クラブ員 ユニホーム作成

○ 現 会 員 ″マ
・ 名 (う ち家族会員 〆/名 〕

ヽ
ヽ

し
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JARL香川クラブ i吾和 53年度会計報告書

会

前年度 より

繰 越 金

費

ァヮード手数料

雑  収  入

ヽヽ_

■
■
■
■
■

■

I員  日
収入 の部

項  目
支 出の部

予 算 決 算 予 算 決 算

日

41,291

85,00U

6、3[)0

門

41、 291

75,000

10.00も

lo.874

総  会  費

会  議  費

クラノ報 発行費

ュF■弓 信  費

フイール ド
ミーテイング

ソフ lヽ ホ
・―ノレ

大会  参加料

予  偏  費

繰  越  金

円

10.000

lo.000

65.0(〕 0

15,000 1

20.000

5,000

64,291

円

12、100

7,929

26.670

。650

16、 18。

U

40.000

28,6ろ 0

合  計 129,2,1

l

|

165,165 合  計 129,291 165.165



JARL香川クラブ 略相54年度予算 Q案 )

.ヽ

、_

収  入  ′)苦
`

支  出  の  部

前年度繰趣金

会 費

門

■ 8.630

ア 6、 ろ00

総  会  費

会  議   費

ク ラブ報発行費

通   信   費

フ イー ル ド

ヾ― テ イ ング

ノフトボ
｀
―ル

大会参加料

予  備  費

円

10000

10.000

るo.000

15,000

20.000

5,000

F4,9ろ 0

′合  言| lfr+.ssct 合  計 /ι:ン 4.960
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|
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|

|
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全日本一万局よみうリアワード受賞

JA5MG

この度、読売新聞社制定の
照
全 日本一万局よみ うリアワー ド"を 受賞するこ

とができました。

このアワー ド
｀
が制定 されたのか 44年 1月 で、今か らちょうど 10年前にな

ります。発表 と同時に申請 しなければと思いつ ゝ、カー ド等の整理がや っかい

で、 46年春 クラス C(西 日本で 2番 目)を もらいました。

その後は仕事の内容が変った り、 PTAの 世話で追いまくられ、 Q′ SOは ボ

ッボツしかで きませんでしたが、 2年前か ら急に県内で、よみうリアヮー ドの

ハンターが増加 し、同 りがザワザワしてきましたので (Hi)、 ここらでケジ

メをつけておかばりればと思い、また、この春が当局の開局 20周年に当 りま

すので、

切やめて国内 QSOに 励み、 55年 中に B、 A、 本賞 と一気 に中請 しました。

そ して、

の中、本賞を手にすることができました。同時に邦政大臣賞 もいただき、アマ無

線を始めて以来の最高の喜びであ ります。

心 よ り感謝いた します。

■

―

t

L、
　
金
ヽ
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IC 723CN KITを 使つて

=定電圧電源に挑戦

JA5工 KJ 青木 俊士

開局以来 ,定電圧電源を何台 も製作 しましたが ,ど うしたわけか不定電圧

電源にな _っ てしまい,定電圧電源か ら充電機になってしまうあ りさまでした。

そのため 50MHz帯 及び 144MHZ帯 の トランシーバはすべてアルカリ

バッテリー 5oAH× 2を フローティングしなが らON AIRを していま

した。ほんとうにハズカシイしだいです Hi〃  で も非常電源付と思えは F

Bです〃

市内のハムショップで見つけた 726CN KITで 再変定電圧電源を製

作することにしましたのでその記録を紹介 します。

私 自身 トランジスターのベース,コ ンクタ,エ ミツターの区別すら十分に

わか らない状態ですつゝ ら,ま ったくおそろしい限 りです。 (ア マチュア精神

とはおそろしい ものですよ11)持 っている器具 |ま ハンダゴテ (100T,

60W,60W)テ スター,電気 ドリル ,ヤ ス リしかないのでこれまたお粗

末なしだいですが技術でヵバーします.

部 品 に つ い て は 電 源 トラ ン ス は コ マ シ ャ ル用 の ジ ャ ン ク の トラ ン ス で 1次

側 の タ ッ フは OV, 100V, 90V, 100V, 110Vで 2次側 は OV,

26V, 28V, 30V, 32V,54Vの もの で何 ア ン ペ ア 用 の もの か 不

明の ものであるが ,お そらく大 きさか ら 5～ 6Aは十分取れるものと思われ

ます。シリコンダイオー ドは 10A用 をブリッジ回路に組んであるジャンク

があ りこれを使用 しました。この辺までは何度 も充電機 ??を 作った経験か

あるので作業は OKです〃

白作する楽 しみ |ま なんと言っても自分の好みのデザインをすることですが

やは りそれな りに金銭かかかるので当局は無銭家ですか らこれまたジャンク

のヶ―ス (鉄板製)を 使用 したためメーター類の穴をあけるのには腕力をつ

ける訓1練 にな りました。

-8-



一応の部品の配置をしてか ら,電気 ドリルで穴あけ,そ して ビス上の作業

ですが先に も記 したように鉄板製のためはんとうに体力を労 しました。 この

作業を終ると全体の作業の 2/5は 完了したと思います。特に ドライプの トラ

ンジスタ 2SC4096と パワー トランジスタ BD160の 放熱には十分注

意をはらいました。 (放熱板は大 きいほどいいようです。 )ハ ングの作業は

十分注意 して行′・1い ,電 流が流れる回路部分は ,太い線 を使用すると FBで

す。ハンダつけを終 って も回路図 どおり配線になっているか確認 して電源の

スイッチを入 l々ttIの 調整をするとうまく6V～ 225V連 続可変できるよ

うでプ。次に TR-7200,TR-2500+VB25uO(ブ ースタ

lW―>10■ ♪を接続 して受信 ,送信のテス トを繰返すか電源ハムほ出てい

ないとローカルか らの QSPで 一安心 しました。 しか し,パ ーフ トランジス

ター (BD16o× 2)に 手をあててみると右左の温度差かかな りあるので

おそらくノ(― フ トランジスターのバランスかと1■ て C｀ ないためだとい うOM

の話 しでした。そして片方だけに電流か流
=■
て ,さ らに温度が上昇 している

ので ,こ の対策 としてパーフ トランジスターの放熱板を一枚の放熟板に取 り

替え (最初は別 々にしていた)マ イカ板か らシ リコンの絶縁被に交換すると ,

どう にか右左の温度差がなくな りうまく動作す るようです。連続に る～ 5A

を 30分 間流してテス トしましたが異状ないようです。

次 に IC72ろ は 内 部 に 高 利 得 の OPア ン フ を も って い る との 注 意 書 か あ

り ,IF帯 の RFで 誤 作 動 が あ れ ば と思 い る.5MHz,7MHz,24MHz

28MHz(い す れ も LDF,ア ン テ ナ カ プ ラー を使 用 ,パ ワー 100W但

し 28MHzは 50W)で テ ス トを 実 施 す る と ,35MIzと 7MHzで 電

圧 コ ン トロ ー ル が 全 く きか な くな り BFな 状 態 に な りま し章 。 そ の 他 の バ ン

ドは ま っ た く異 常 は 見 と め られ す OKで す 。 3.5MHZ, 7MHz帯 の RF

のまわ りこみの対策 としては,DC出 力端子にセラミックコンデンサ 0.01

uFを 入れ,定 電圧電源のシャーシをアースに落すと 7MHzは 問題なくな

りましたか ,いぜ/16.5MHz帯 上全 くだめです。

一―,一

t

ヒ



OM諸 兄 ,よ い対策があった らお教 えいただきたくお願い甲し上げます。

性能は最高 6A流す と五[ド ロップ約 0.2V~■ か りますが 4～ 5Aで はほ

とんどわからない (テ スターが BFな ため)よ うです。

この電源 も,も う少 しで充電器になるところでしたか 01〔 先輩の協力をい

たださ,ほ ぼ使用出来 る状態にな りました (ぅ

次回には定電圧電源を ICを使わすに もう一度 |ヽ
ライしてみたいと思 って

お ります。そして連続 20Aぐ らい流t〔 走EE電 彎1を 計画してお りますの

で ,も し完成すれば ??と 増 ってお りまずっ

図面等は別添資料参照 して下さい。

,1轟 亮 義 ぬ 轟 ナ

“

美

桜の花 も散 り,大年 も,は や 4月 号発行の本 市とな り,月 日`j')流 れ をあ ら

ためて感 じてい る次第です。

クラブ報 1回 を重ねて , 481号 っ今年 こそは内容 を充実 させ るべ く努力

す る所 存です。各局の投稿 をお待 ち致 します。

本号には J■ 51KJ局 ょ l)製作記事が参 り項 した、最折では自分で作る

癸 しみか少な くなったのではないで しょうか。製 作記事 ,卸意見等 としとし

お寄せ下 さい。お待 ち致 してFIり ヽ¬
~。

次号には JA5RYG局 の思い出の記事 を場載丁 る予 こです。御綺待 くだ

さい。

編集子

-10-
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